
第 193回 教育研究評議会議事録 

    

Ⅰ 日 時 令和 3年 2月 18日（木） 14:00～15:45  

 

Ⅱ 出席者 評議員   永田、清水、木越、金保、BENTON、勝野、稲垣、原、佐藤、阿部、西尾、西岡、 

内山、竹中、倉橋、佐々木、遠藤、山岡、大倉、関根、鄭、和田、秋山（英）、 

中山、田中、木塚、野中、山中（弘）、青木、山田、齋藤、加藤（和）、松本、小川、 

西保、太田、加藤（光）、溝上、池田、猿渡、大根田、秋山（茂）、林、高木、 

加賀、坪内、山中（敏） 

 

Ⅲ 議 題 

〔審 議〕 

1 経営協議会学外委員候補者について ---------------------------------- 〔審議 1席上配付資料〕 

2 令和 4年度入学者選抜における英語資格・検定試験の活用及び主体性等評価について〔審議 2資料〕 

3 令和 3年度における新型コロナウイルス感染症拡大に伴う学生の身分等に関する 

特別措置について ---------------------------------------------------------- 〔審議 3資料〕 

4 教育関係規則の改正等について ---------------------------------------------- 〔審議 4資料〕 

5 令和 4年度以降の筑波大学における電子ジャーナル等の整備方針について --------- 〔審議 5資料〕 

〔報 告〕 

1 情報発信に関する検証委員会での検証結果について ---------- 【回収資料】〔報告 1席上配付資料〕 

2 第 120回経営協議会報告について -------------------------------------------- 〔報告 2資料〕 

3 令和 3年度役員等就任予定者について -------------------------------- 〔報告 3席上配付資料〕 

4 令和 3年度役職教員の選考について ------------------------------------------ 〔報告 4資料〕 

5 国立大学法人筑波大学における EU一般データ保護規則（GDPR）に基づくプライバシー 

ポリシーの制定について ---------------------------------------------------- 〔報告 5資料〕 

6 令和 2年度第 2次学内補正予算について -------------------------------------- 〔報告 6資料〕 

7 令和 3年度国立大学法人運営費交付金等予算案の概要 --------------------------- 〔報告 7資料〕 

8 決算情報と教育研究の成果・実績等の比較分析及び評価配分の試行について ------- 〔報告 8資料〕 

9 筑波キャンパス CO2排出量・エネルギー使用量（第 3四半期）について ----------- 〔報告 9資料〕 

10 令和 2年度大学教員業績評価実施結果について ------------------------------- 〔報告 10資料〕 

11 令和 4年度採用を目指す日本学術振興会特別研究員学内説明会について --------- 〔報告 11資料〕 

12 「新型コロナウィルス感染拡大の影響に伴う緊急経済支援」を踏まえたリサーチ・ 

アシスタント（RA）及び大学院学生を対象とした研究基盤支援プログラムについて〔報告 12資料〕 

13 筑波会議 2021セッション企画の募集について -------------------------------- 〔報告 13資料〕 

14 その他 

 



Ⅳ 議 事 

議事に先立ち、稲垣副学長から、2月 13 日に発生した福島県沖を震源とする地震に関して、筑波大学安

否確認システム（ANPIC)が作動しなかった件について、ANPICの発動要件として、茨城県、千葉県、埼玉県、

神奈川県、東京都で震度6弱以上の地震が観測された時に安否確認メールが配信される設定となっており、

今回はその要件を満たさなかった旨の説明があった。 

〔審 議〕 

1～5    審議 1資料～同 5資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

〔報 告〕 

1       当事者の退出後、報告１資料に基づき報告があり、今後、当該候補者に検証結果報告書を手交

するとともに、筑波大学ソーシャルメディアガイドライン上、問題があったことについて伝達す

るとの発言があった。 

評議員から、学長選考において学内で自由に意見交換が行われる環境が重要であるとの発言が

あった一方、学内限りとされていた情報を学外へ発信することは論外であること、今回の件をき

っかけに、教職員一人ひとりの情報セキュリティへの意識の向上につながることを期待したい等

の発言があった。 

2～6     報告 2資料～同 6資料に基づき、それぞれ報告があった。 

7        報告 7資料に基づき、報告があった。 

なお、評議員から、成果を中心とする実績状況に基づく配分に係る評価結果について、本学の

系や教育組織がどの学系に分類されるのかが分かると戦略を立てやすいため、情報を提供してほ

しいとの要望があり、対応することとなった。また、評議員から、本学の評価を上げるには、研

究力を上げることが重要であるとの意見があった。 

         関連して、永田学長から、今回の評価結果に伴う運営費交付金の減額分は、来年度の教員一人

当たりの校費で全学的に調整する必要がある旨の説明があった。 

8～13    報告 8資料～同 13資料に基づき、それぞれ報告があった。 

14       阿部副学長から、BEST FACULTY MEMBER表彰式について、先日オンラインで執り行われた旨の

報告があった。 

 

以 上 


